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２．選考にあたっての考え方 

  

前記のとおり、生活支援活動やコミュニティの再生に向けた取り組みが増え始めている

ことが見受けられます。選考にあたっては応募要項の基準を踏まえ、次のような観点に留

意しました。 

（１）地元の機関、団体との情報共有をはじめ、役割分担も含めた具体的連携が図られ

ているか 

（２）生活支援、緊急支援など、応募団体が被災者、被災地域からのニーズに即した活

動であるか 

（３）被災者をはじめ、地元住民の活動への参加の配慮を行っているか 

委員会では、活動内容が「被災地で暮らす人たちの潜在的な力を引き出し、高めていこ

うとしている活動」であるかどうか等を重視して審査をすすめ、災害で顕在化した地域課

題を解決しようとする団体への助成を決定しました。 

また、なかには被災した方々にとって、「誰かがやってくれる、あるなら参加したい」と

いう活動ではなく、被災者の主体性の発揮につながることを願いつつ「被災者が必要とす

る活動」に助成したいという思いから、助成を見送った案件もありました。 

なお、第３次応募受付時において、第１・２次助成による活動を継続している団体 

（２０１７年１～３月を活動終了時期としている団体に限る）については、活動終了後す

みやかに精算・活動報告をすることを条件として助成を行うこととしており、報告が確認

され次第、追加助成を予定しています。 

 

３．今後の予定について 

 

委員会では、今後、国や被災自治体がインフラの整備とともに施策として実行する「地

域づくり」のプランを、被災者の方々への支援としてどうつなぐのか、そして、その上で

なお必要とされる民間の支援活動を支えていくべきという意見も出されました。 

「ボラサポ・九州」は、財務省による指定寄付金としての受け入れ期間（平成 28 年 5 月

13日～平成29年3月31日）が終了しましたが、発災1年を迎えた被災地の現状を踏まえ、 

生活支援の継続や被災者のニーズにそった支援をつないでいくために、引き続き寄付金を

受け入れ、復興を支える支援を継続して参ります。引き続き、皆さま方のご理解・ご協力

を賜りますよう、お願い申しあげます。 
なお、これまで全国の個人・企業の皆さまより多くのご寄付をいただいておりますこと

に深く感謝いたします（寄付額：５０９，７８８，９３２円／３月末現在・概算）。 

今回助成が決定した団体におかれては、貴重な財源による助成であることをご理解いた

だき、有意義な活動を展開されるよう期待します。 

「ボラサポ・九州」の今後の支援の予定につきましては、ホームページで公表します。 

（中央共同募金会ホームページ：http://www.akaihane.or.jp/） 
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